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携帯電話対応の海況図生成システムの開発

樋田 史郎

Oceanographic chart for portable telephone terminal.

Shiro TOIDA*

緒 言
一都三県漁海況速報 等の日報の海況図は、本県近海1)

の漁業に必須の海況情報となっている。海況図は、従来
から漁協等へFAX配信しており、1997年からインター
ネットでの公開を開始し、多くの人々に好評をもって利
用されている。しかし、伊豆諸島海域での漁業は通常は
日帰りではないこと、及び、漁船内でFax受信あるいは
パソコンを利用したインターネットによる閲覧はコスト
の面で非現実的であることから、出漁中に漁業者は最新
の海況図を入手できなかった。
パソコンを利用しないインターネット閲覧方法とし

て、携帯電話の利用が普及してきている。携帯電話IP

接続サービスは、メール等の限定的なサービスを経て、
1999年に各電話会社によって本格的に提供が開始され
た。一方、当所がインターネットで情報提供している海
況情報として、城ケ島沖浮魚礁ブイ及び三崎瀬戸のリア
ルタイム海況データがあり、同コンテンツは携帯電話対
応版の提供により沿岸小型漁船からも利用可能である 。2)

しかしながら、携帯電話で取り扱える情報量は著しい制
限があり、情報量が大きい画像データの閲覧ができない
ため、携帯電話での海況図の閲覧を単純な方法で実現す
ることは困難であった。
これらの背景を踏まえ、技術的に困難であった携帯電

話対応の海況図提供システムを開発し 、約２年間にわ3)

たる試行を経て、2005年11月に正式公開した。本報は、
その研究開発の経過を報告する。

背景技術の概説
携帯電話に対応した海況図の提供において、第一の制

限要因は、取り扱い可能な情報量に著しい制限があるこ
とである。インターネットにおいて異機種間のデータ通
信を実現するための技術仕様の標準化が進められてい
る。しかし、携帯電話に関しては、この制限に起因して
仕様が通信事業者ごとに異なっており、十分な標準化が
達成されていない。情報量の制限に対処するための技術
開発にあたっては、通信事業者ごとに異なる仕様への対
応が必要となる。その前提となる背景技術について、文
献等の調査により整理し、次のとおり概説する。

１ 携帯電話によるインターネット接続
インターネットによる情報通信は、IP (Internet

Protocol) によって定義された仕様に基づいて行なわれ4)

る。インターネットを含む情報通信は、異機種間のデー
タ通信を実現するためのネットワーク構造の設計方針が
国際標準化機構によって制定され、「OSI(Open

Systems Interconnection)参照モデル」として機能及び
技術に関して７階層に分類される 。OSI参照モデルに5)

おいて、IPは第３層に位置づけられている。利用者に
よる情報閲覧はIPより上位層に、物理的な通信媒体はIP

より下位層に、それぞれ位置づけられている。IPは中
核的な技術仕様であり、情報閲覧の仕様(上位層)や通信
媒体の仕様(下位層)に影響を受けず、IPの実装がイン
ターネットに必須の要素となっている。
初期の携帯電話による情報通信は、モデム(デジタル

信号とアナログ音声信号との変換装置)を介して、パソ
コンをインターネットに接続する方法に限られていた。
その後、物理的通信方式のデジタル化、携帯電話端末へ
のIPと閲覧環境の実装、及び携帯電話通信網とインター
ネットとの接続を通信事業者が行なうことによって、携
帯電話を直接インターネットに接続できるようになっ
た。本格的な携帯電話IP接続サービスは、株式会社エ
ヌ・ティ・ティ・ドコモにより｢iモード｣サービスとし
て1999年２月に提供が開始された 。追って、日本移動6)

通信株式会社及び第二電電株式会社(ともに現、KDDI

株式会社)が1999年４月に「EZweb」サービス 、ジェ7)

イフォン東京株式会社等｢ジェイフォン｣ブランドの各社
(後にボーダフォン株式会社、現:ソフトバンクモバイル
株式会社、本報では以後、ジェイフォンと呼ぶ)が1999
年12月に｢J-スカイ｣サービス(後に｢ボーダフォンライ
ブ！｣及び｢Yahoo！ケータイ｣、 本報では以後、J-スカ
イと呼ぶ)をそれぞれ開始した。
２ 携帯電話でのインターネットにおける情報閲覧
インターネットでは、メールやWorld Wide Web

（WWW、日本ではホームページと呼び慣わされる）等、
様々な形態の情報転送の仕様がある。本報では、海況図
情報の提供であることから、WWWでの情報転送が対象
となる。通常のパソコン等のWWWは、情報をHypertext
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Markup Language (HTML)で記述し、Hypertext

Transfer Protocol (HTTP) で通信している 。WWWで3)

閲覧に供されるHTML等の文書は、インターネットに
接続された様々なHTTPサーバーがそれの転送を担って
いる。携帯電話でのWWW利用に関しても、利用者が契
約している携帯電話の通信事業者以外の広範なHTTP

サーバーが利用される。WWWを利用するにあたっては、
パソコンにおいてはブラウザを利用するが、ブラウザは
OSI参照モデルの最上位の５～７層に位置するHTTPの
処理を請負っている。インターネットの中核的な転送技
術であるIPより下位の階層は、通信経路のデータリン
ク技術及び最下位に位置するケーブルや無線回線等の物
理メディアに区分されている。パソコンにおいては、IP

より下位の階層の技術はそれぞれ柔軟に選択可能である
が、携帯電話においては下位の階層が、通信事業者間で
異なるとともに、通信事業者内で独自に限定されるとい
う特徴がある。これに伴って、さらに上位の階層すなわ
ち利用者の閲覧に関る部分の技術仕様に至るまで、通信
事業者内の独自の仕様が適用される。このことにより、
通常のパソコンで閲覧する文書をそのままでは読めない
場合があり得る。具体的には、ハイパーテキストを記述
する記述言語は、通常のパソコンではHTMLが利用さ
れ標準化団体によって標準化が推進されているが、携帯
電話では別の記述言語を用いる場合が多く、互換性に問
題がある。
また、携帯電話は容量に著しい制限があることから、

通信事業者は効率の良い情報通信を目指し、様々な技術
的工夫を講じている。その対象は、OSI参照モデルの各
階層にわたっており、通信事業者間及びインターネット
上の多くのシステムとの相互間において構造的に互換性
が乏しくなっている。
３ 通信事業者ごとに異なる技術仕様
通信事業者ごとに異なる技術仕様を紹介する。

（１）NTTドコモ
NTTドコモは、記述言語としてCompact HTML を8)

採用している。HTML4.0のサブセットと位置づけられ
ており、パソコンで閲覧できるとともに、パソコンむけ
のコンテンツも容量によってはそのまま閲覧できる可能
性がある。Compact HTMLは、標準化団体W3Cに対し
て1998年に提案されたが、標準化には至っていない。シェ
アは、2003年10月に4,000万契約を超えており 、国内9)

の携帯電話の約半分を占めている 。このため、携帯電10)

話向けコンテンツの制作にあたっては、まず同社の方式
に準拠させることが現実的な対処方法として一般的であ
る。画像フォーマットは原則的にGIFのみで、１画面に
テキストと合わせて５Kバイト以内とされている 。11)

（２）KDDI

KDDIは、記述言語としてHDML を採用している。12)

携帯電話や腕時計等の表示能力に制限のある端末向けに

開発された記述言語である。HDMLは、W3Cに1997年
に提案されたが、最終的な標準化には至っていない。ハ
イパーテキストマーク付け言語であり、マーク付けの方
法はHTMLと共通の素地がある。しかし、表示の概念
は複数のCardとそれらを収容するDeckで構成され、一
般的なページの概念とは大幅に異なり 、HTMLとの互13)

換性は全く無く、パソコンのブラウザではレンダリング
できず、閲覧できない。逆に、HTMLやCompact HTML

で記述されたコンテンツは、事業者内の専用の「EZサー
バ」で変換中継するため、KDDIの端末で閲覧できる場
合が多い。画像フォーマットは、原則的にPNGである
が、GIFやJPEG等も「EZサーバ」が変換することによ
り表示可能である。しかし、画像の変換に際しては、容
量等の制限が課せられ、容量に関する仕様は明確にされ
ていないが、１画面にテキストと合わせて概ね7.5Kバ
イトまでとされている。HDMLで記述されたコンテン
ツのパソコンでの閲覧は、Openwave Systems Inc.の
｢UP.Simulater｣を使用する 。14)

後に、記述言語にXHTML Basic を併せて採用し、15)

それを表示するWAP2.0ブラウザを実装した端末を増や
している。XHTML Basicは、XML(Extensible Markup

Language:拡張可能マークアップ言語) に基づいた16)

XHTML の部分集合として定義され、W3Cの勧告によ17)

り標準化が達成されている。画像は、PNG、GIF及び
JPEGに対応しており、ページのサイズは９Kバイト以
内とされている。同ブラウザは、Compact HTML等も
表示可能であり、データ容量も若干大きいため、他の通
信事業者の端末向けのコンテンツに対する対応可能性が
高い。
（３）ジェイフォン
ジェイフォンは、記述言語として独自のMML（Mobile

Markup Language)及び独自のHTMLを使っている。
いずれもHTMLのサブセットでありCompact HTMLと
多くが共通している 。この記述言語の標準化に関する18)

情報は見当たらない。記述言語はNTTドコモと概ね共
通で運用可能だが、取り扱える画像がPNGとJPEGであ
り、GIFに対応せず、NTTドコモとの共通点が無い。
（４）第三世代移動通信システム
上述のIP接続サービスより高速、広帯域である｢第三

世代移動通信システム｣(いわゆる３G) は、いずれの19)

通信事業者からも既にサービスが始まっている。大量の
情報を転送できるため、取り扱い可能な情報量の制限は
大幅に緩和されており、パソコン向けのコンテンツを閲
覧できる。

対象とする技術仕様
開発したシステムは、NTTドコモ、KDDI及びジェイ

フォンの３系統の通信事業者が提供するIP接続サービ
ス(それぞれ｢iモード｣、「EZweb」及び｢J-スカイ｣)を

携帯電話対応の海況図
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対象とした。それらの記述言語として、それぞれ
Compact HTML、HDML及びJ-スカイ向けCompact

HTMLを対象とした。
｢第三世代移動通信システム｣(いわゆる３G)について

は、コストを厭わなければパソコン向けのコンテンツを
閲覧できること、及び、PHSについては、無線伝播距
離が短く、海上での利用は現実的ではないことから、技
術開発の対象としなかった。

材料及び方法
１ 画素数設定に関する検討
一都三県漁海況速報等の海況図は、一次資料が手描き

の画像であるため、スキャナ取り込みによるビットイ
メージ画像をインターネットで提供している。NOAA

の衛星画像は、受信処理装置が自動で衛星データを受信
解析処理し出力したビットイメージ画像であり、同様に
インターネットで提供している。これらを、携帯電話で
閲覧可能とするためには、ビットイメージ画像の画素数
を縮小する必要がある。携帯電話のインターネット閲覧
可能容量は、電話会社並びに、電話機端末装置のメーカー
及び機種によって様々である。そこで、最も主要な限定
要因である画像サイズは、既存ンコンテンツの利用状況
から代表通信事業者を選定し、同者で利用されている携
帯電話の機種を基準として検討した。
（１）代表通信事業者の選定
インターネットで提供しているリアルタイム海況デー

タの携帯電話対応ページ についてスクリプト(HTTP3)

サーバー用の簡易プログラム)を記述した 。これによ20)

り、2003年１月１日から2003年９月30日にかけて、農林
水産情報センター内のサーバーにおいてサーバー変数を
ログファイルに記録し利用状況を解析した。利用状況か
ら代表通信事業者を選定した。
（２）提供する画像の画素数の決定
収集したサーバー変数のうち、“HTTP_USER_AGENT”
(要求を送信したブラウザを説明する文字列)を参照し、
その文字列から携帯電話の機種別の利用状況を集計し
た。また、利用の多い機種について、通信事業者が公開
している画面の仕様を参照し 、提供する画像の仕様に21)

ついて検討した。
２ 画像縮小の仕様
ビットイメージ画像を縮小する際に、画質劣化が発生

する。閲覧への支障を最小限とする縮小方法を随意に試
行した。また、画像縮小用のソフトウェアについては、
高画質かつ自動処理に対応可能なものを随意に選択し
た。
縮小した画像の仕様については、試行版の提供を行な

い県内の漁業者からメール及び電話による要望を随時受
け付けたほか、みうら漁協の漁業者グループについては
面接により意見を聴取し決定した。

３ コンテンツの生成
分割縮小画像を生成するプロセスは、IrfanViewのコ

マンドラインオプションによる再サンプルと切り抜き処
理をWindowsのコマンドスクリプトに列挙した。
コンテンツの外部提供は、神奈川県農林水産情報セン

ターに設置したサーバーを用い、HTTPプロトコルによ
り行なった。サーバーソフトウェアは、マイクロソフト
社のWindowsNT系のOS及びHTTPサービス(IIS: イン
ターネット インフォメーション サービス)を用いた。
同HTTPサービスは、同社のベーシック言語によるサー
バーサイド型のスクリプト実行環境を含んでいる。コン
テンツページの記述は、同スクリプトにより入力条件を
解析して表示する画像を選択する機能を設けた。
ＷＷＷコンテンツとして提供する海況図は、一都三県

漁海況速報、東京湾口海況図及びNOAAの人工衛星画
像とした。

結 果
１ 画素数設定に関する検討
（１）代表通信事業者の選定
“HTTP_USER_AGENT”の先頭４文字から、通信

事業者を推定した。すなわち、“DoCo”をNTTドコモ、
“KDDI”及び“UP.B”をKDDI、“J-PH”をジェイ
フォンとした。アクセスがあった18,633件中のその比率
は、NTTドコモが92.8%、KDDIは4.63%、ジェイフォ
ンは2.52%であった。画素数設定に関する代表通信事業
者は、本県の携帯向け海況コンテンツにおける利用が著
しく多いことから、NTTドコモとした。
（２）提供する画像の画素数の決定
“HTTP_USER_AGENT”について文字列分解によ

り機種の情報を抽出し、NTTドコモが公開している機
種別画面の横方向及び縦方向画素数、表示可能色数を関
連づけた。これを検索条件としてログファイルから画素
数に関する情報を抽出し、2003年７月１日～９月30日に
おける横方向画素数別のアクセス数を集計した。その結
果、6,337件中のその比率は、240px以上の機種は12.2%、
160px以上は27.8%、132px以上は54.0%、120px以上は
69.0%、118px以上は85.6%であり、標準サービスとし
て横方向118pxの画像を提供することとした。また、
160px以上の機種については、本県の携帯向けコンテン
ツの閲覧者における利用は少ないが、当時新規に販売さ
れた機種の多くが大画面であったことより 、追加サービ21)

スとして横方向150pxの画像を併せて提供を行なった。
なお、150pxを超える画像について閲覧を試みた結果、
表示が途中で停止する例、画像を表示せずにエラーとな
る例等、安定した表示がされないこと多かった。
２ 画像縮小の仕様
（１）画像縮小
ニアレストネイバー法と同ソフトによるLanczos

携帯電話対応の海況図
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図 1 再サンプル画像縮小の様子
(1) 原図 (2) ニアレストネイバー法 (3) Lanczos filterによる再サンプル
(2)(3)は、横方向118pxで出力した画像の拡大図

図２ 海域分割の様子



77

filterによる再サンプル画像縮小の様子を図１に示した。
ビットイメージの画素を単純に間引くニアレストネイ
バー法は容易であるが、著しく画質が劣化し、判読困難
であった。Lanczos filterによる再サンプルを適用した
縮小画像では、海況図における20℃を示す太い等温線及
びその他の細い等温線を判読することができた。なお、
Lanczos filterで縮小可能なフリーソフトとして、
IrfanView **を試用した。22)

（２）階調情報の削減
どの通信事業者においても、表示できるコンテンツの

データの情報量には著しい制限がある。横方向118px、
縦方向132pxの画像は、総画素数で15,576pxになる。再
サンプリングでは各画素に中間階調を配置されるため情
報量が増大し、各画素に８ビットのグレースケールを割
り当てれば約15Kバイトの情報量に達し、端末の処理容
量を超過する。最終的な画像に要求される階調について
は、いくつか閲覧したところ、数階調あれば充分な画質
が確保できた。ここでは、自動処理の都合で、IrfanView
を用いて８階調(４ビット)に減色することにした。
118px × 132pxの全域図において、約1,000枚にわたり
ファイルサイズを確認したところ、最小3,975バイト、
最大6,114バイト、平均5,236バイトのサイズとなった。
（３）画像分割
画像分割の様子を図２に示した。再サンプルにより良

好な縮小が可能となったが、縮小画像の情報量は海況図
として不十分であることから、横方向250pxの中間画像
を一旦出力しトリミングし画像を海域別に分割した。そ
の結果、等温線や水温値の判読が可能であった。海域分
割は、全域図のほか、左上、右上、左下、右下及び中央
部拡大とした。

３ コンテンツの生成
（１）縮小・分割画像の生成
縮小・分割画像を生成するスクリプトの例を図３に示

した。一都三県漁海況速報では、左上、右上、左下、右
下及び中央部拡大の海域分割並びに全域の合計６種類の
画像を生成する仕様とした。前５種類の海域分割に際し
ては、中間的な画素数の画像を生成し、切り抜く工程と
した。IrfanViewは、コマンドラインオプションとして、
色数変更、コントラスト変更、ファイルフォーマット変
更、再サンプル、切り抜き等があり、それらを列挙して
バッチスクリプトを記述した。他に、大画面の端末用に
横方向150pxの画像として１系統(６種類)を同様に処理
する仕様とした。これらに対して、別の通信事業者用に
PNGフォーマットで出力する処理を合計２系統設置し
た。東京湾口海況図は、中央部拡大を除く１系統あたり
５種類の画像を生成する同様の処理を行なった。これら
の一連の処理は、海況図の一次資料の完成後に、パソコ
ン向けWWW提供用の画像を調製するが、その画像を
サーバーに転送するスクリプトと一緒に１操作で完了す
るものとした。

NOAAの衛星画像は、受信処理装置からの出力を定
期的に検出する自動処理により、同様の処理を行なう仕
様とした。
（２）WWWコンテンツの生成
コンテンツの画面遷移を図４に示した。「携帯海況図」
のメニューページとして“ http://www.agri.pref.
kanagawa.jp/suisoken/k/k.asp”を設置し、同ページ
より、一都三県漁海況速報、東京湾口海況図及びNOAA

人工衛星画像のコンテンツに進むものとした。それら３
種類のコンテンツは、共通したスクリプトを実装させ、
全て同様の挙動とした。

携帯電話対応の海況図

図３ 処理リストの例

脚注** 業務利用は公務を含め有償
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コンテンツ内部の処理の流れを図５に示した。３通信
事業者に対して、“HTTP_USER_AGENT”を参照し、
それぞれに適した記述言語でコードを出力した。海域選
択及び日付の選択は、クエリーストリングを介して表示
条件を受け取り、条件に応じた画像を表示した。携帯電
話のボタン操作あるいはカーソル操作によるアンカーの
クリックにより、各種表示条件を選択可能とした。それ
らの入力を受け、条件に応じたクエリーストリングを発
行し、本コンテンツを再出力した。「表示設定」を選択
すると表示設定用のページに切り替わり、画像の大きさ、

画面への自動伸長の有無、日付入力による選択等を可能
とした。｢画面への自動伸長｣を選択すると、端末におけ
るレンダリングにより、画像が画面幅に合わせて表示サ
イズを伸長する仕様とした。「help」を選択すると、子
ページを表示し、状況に応じたヘルプ情報を提示できる
ようにした。
各種の表示条件は、これらのコンテンツ相互間の移動

の際にクエリーストリング内に情報を保存させること
で、コンテンツ相互間で同じ表示条件を継続させて閲覧
することが可能となった。

図４ 「携帯海況図」の画面遷移図
(1)メニューページ (2)一都三県漁海況速報

(3)設定画面 (4)ヘルプ画面

(5)東京湾口海況図 (6)NOAA人工衛星画像

日付、海域選択等の設定情報の保存範囲を枠で示した。

図５ 「携帯海況図」のフローチャート

携帯電話対応の海況図
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考 察
１ 画素数設定に関する検討
（１）代表通信事業者の選定
携帯電話で処理可能な情報量に制限があることから、

ビットイメージの画素数を制限する必要があった。その
設定にはNTTドコモが利用の大半を占めることから代
表として検討を行なったが、記述言語がHDMLのみ対
応する端末においては、NTTドコモに対応したCompact

HTMLでコンテンツを記述した場合、画像が表示でき
ない場合があった。これは、何度か試行したところゲー
トウェイサーバーの介在に起因していることが明らかと
なった。OSI参照モデルの中間的な階層にゲートウェイ
サーバーが介在するが、通常の軽いコンテンツの場合は、
各通信事業者に対して１種類のHTMLの記述言語のみ
で対応し、HDML変換が行なわれる可能性が高い。し
かしながら、本システムで提供するコンテンツの画像は、
ゲートウェイの変換機能の仕様を超えており、表示でき
ない例が多かった。この問題に関しては、直接HDML

で記述することで解決に至った。
（２）提供する画像の画素数の決定
2003年における端末の利用状況から、横方向の画素数

を118px及び大画面向けの150pxの２種類に絞った。本
システムの確立時点で既に、横方向で200pxを超える端
末が登場しており、150pxについても表示される画像の
小ささが問題となった。
この問題に対して、WWWコンテンツの生成の結果で

示した｢画面への自動伸長｣により、画面の幅に合わせて
画像の表示サイズを伸長させる仕様を設けた。これに
よって近年の大きな画面の端末に対して図を大きく表示
することが可能となった。しかし、この伸長については
端末のブラウザのレンダリングに依存するため、高性能
の再サンプル処理が施されず画質の劣化が見られた。
現在の150pxの画像よりもさらに大きな画像について

は、携帯電話におけるWWWの枠組みでは転送可能な画
像サイズが画面の大きさに満たない技術仕様となってお
り、提供は不可能であった。
以上のことから、提供する画像の画素数の決定は、携

帯電話に特有な技術的制限が起因しており、要望に応え
られない点もあった。しかし、出漁中における海況図閲
覧を実現し、かつ技術的な制限の範囲での最大限の情報
を提供することができた。
２ 画像縮小の仕様
携帯電話で処理可能な情報量の制限に対して、

Lanczos filterによる再サンプル画像縮小、減色及び海
域分割により、提供する画像の情報量を抑制した。
画像縮小の処理において、ニアレストネイバー法では

著しく画質が劣化したが、Lanczos filterによる再サン
プルでは細い線も判読することができた。これは、画素
数を間引く際に、高い周波数成分がサンプリングノイズ

として誤った情報を作りだすことに起因しており、低域
通過フィルタによる前処理で改善され、特にLanczos

filterが優れているといわれている 。23)

日々の原図の情報量(線の疎密等に起因する)の多様性
と閲覧環境の仕様が多岐にわたることから、情報量の抑
制に対する画像の仕様の「唯一の解」は存在せず、「最
適解」の探索が必要となった。試行版の提供と漁業者か
らの意見聴取を経て、画像縮小、減色及び海域分割等の
画像の仕様に関するパラメータの調整により最適解を導
出した。
３ コンテンツの生成
（１）縮小・分割画像の生成
海況図の原図はビットイメージであるため、海域分割、

端末の画面に合わせた画像サイズ、通信事業者別対応の
画像フォーマット及び、海況図の種類について、毎日画
像ファイルが生成される仕様とした。ビットイメージで
は、複数の表示条件に対して、それぞれ画像を出力する
必要がある。一方、ベクトルイメージならば閲覧の際に
表示条件を与えることで１枚分の海況図のデータで対応
が可能である。特に携帯電話端末では画面の表示面積が
小さいため、必要な部分だけを抽出した閲覧が効率的で
あり、ベクトルイメージによる表示が最適である。しか
し、ベクトルイメージでの提供は、原図の作成に関する
仕様変更が必要であることから、今後の大きな課題とな
る。
（２）WWWコンテンツの生成

WWWコンテンツは、通信事業者の自動選別及び海域
選択等、携帯電話端末の限られた表示能力のなかで容易
に閲覧できるようユーザーインターフェースのデザイン
を最適化した。通信事業者及び様々な機種の全てにわ
たってレンダリングの状況を確認することはできなかっ
たが、利用者からの苦情や改善意見は、WWWの表示シ
ステムに関するものは寄せられておらず、現在のところ
問題は無いと推察された。
各種の表示条件の情報をクエリーストリング内に保存

することで、海況図コンテンツ相互間で表示条件を継承
させた。一例を挙げれば、一都三県漁海況速報の左上海
域を閲覧していた時に、NOAA人工衛星画像に移動す
ると、同じ海域が表示されるようにした。この設定情報
の保存は、一つ上の階層である携帯海況図メニューペー
ジ“k.asp”にも引継がれ、一旦メニューに上がった後
に他のコンテンツに降りる際にも設定情報が引継がれる
仕様とした。

まとめ
閲覧可能な情報量に著しい制限がある携帯電話に対応

させた海況図生成システムを開発した。図の生成に際し
て、横方向で118pxと150pxの２種類に画素数を抑えた
が、Lanczos filterによる再サンプリングと海域分割(左

携帯電話対応の海況図
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上・右上・左下・右下・中央部拡大及び全域図)により、
情報量の抑制と閲覧性の両立を図った。また、携帯電話
におけるインターネットに関する技術仕様は通信事業者
ごとに異なっており、各事業者に対応するコンテンツを
生成する仕様とした。
この結果、従来は入手困難であった出漁中の漁船にお

いて海況図の入手を可能とさせた。
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